
 

 

姉妹校との絆は コロナに負けない 

―カシミア高校（ニュージーランド）とオンライン交流― 
 

昨今のコロナ禍でお互いを訪問する機会が持てない中で、南

校 1 年次生とカシミア高校の日本語学習生がオンライン上で

交流をしました。南校の生徒 4 人とカシミア高校の生徒２人が

1 つのグループを作り、自分たちの学んでいる言語で会話を楽

しみ、お互いの文化への理解を深めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

それぞれが自己紹介をしたのち、本校の生徒は日

本文化を紹介しました。「放課後」「昼食」などをテ

ーマとし、写真などを用いて行った紹介は、カシミ

ア高校の生徒も楽しんでいました 。自分の話す英

語が実際に通じて喜びを感じた生徒も多かったよ

うです。今後は１年次の他のクラスでも交流が持

てるように計画していく予定です。 
 

■Student's Voice 
自分の話せる英語の言葉をもっと増やしたいなと思いました。 
 

コロナが収まったらカシミア高校に行ったり、他の国に行ったりして現地の人と英語でコミュ

ニケーションをとりたいと思います。 
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令和 3 年 6 月 18 日 岡山県立倉敷南高等学校 

 

日  時： ６月 18 日（金）4 限１年次英語 C 英Ⅰの時間（NZ 時間 14:25-） 

会  場： １－４ホームルーム 

参加者：（倉敷南高校）１年次生４０名（１年 4 組） 

参加者：（カシミア高校）日本語学習をしているカシミア高校生 20 人 

テーマ： 自己紹介＋日本文化の紹介 
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